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ＮＥＣ、朝日生命は決勝トーナメントへ
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１　北日本物産

１－２
３－０
２－１
３－０
３－０
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２
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１－２
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５
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０－３
０－３
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三基商事、北日本物産は決勝トーナメントへ

（決勝トーナメント）優勝    ＮＥＣ      準優勝   三基商事       3位   北日本物産    4位    朝日生命    

個人表彰選手

最高殊勲選手  石井（ＮＥＣ）     最優秀新人賞  小野田（ＮＥＣ）   

殊勲選手  原田（ＮＥＣ）、茶圓（三基）、本村（北日本物産）、山本（朝日生命）

敢闘選手  古村（三菱電機）、坂井（ＳＯＮＹ）、森井（マンツネ）

三菱電機対戦結果

１ｓｔステージ（京都市体育館）

試合状況

12月10日
三菱電機
●1-2
朝日生命
開幕戦で古村が金星を挙げるも、過去５回優勝の朝日生命に一歩及ばず。ただ、日本リーグで戦える手応えはあった。

S1
有本
46,46
山本
有本ｻｰﾌﾞ炸裂するも、山本選手の巧みなｽﾄﾛｰｸに要所を押さえられ惜敗

S2
古村
64,64
高田
開幕戦。JOP8位高田選手に古村会心の試合運びで金星

D
長谷川・滝沢
57,62,26
立見・坂口
長谷川の俊敏な動きと滝沢の遅いｻｰﾌﾞが相手のﾍﾟｰｽを乱しﾌｧｲﾅﾙ入りするも、最後は力尽き

12月11日
三菱電機
●0-3
NEC
ｾﾐﾌﾟﾛ集団NECの層の厚さに、善戦するも力負け

S1
有本
46,46
石井
JOP3位の石井選手と互角に渡り合うも、要所を締められ惜敗

S2
松岡
06,16
小野田
昨年度学生NO.1小野田選手にはさすがのベテランNO.1も歯が立たず

D
古村・長谷川
76(5),36,06
松下・原田
最後は力尽きたが、大会最強ペアから１ｓｔを奪取は立派

12月12日
三菱電機
○2ー1
島津製作所
地元島津製作所と接戦を製し、待望の１勝目。

S1
有本
63,76(7)
江川
大会最速ｽﾄﾛｰｶに2ndは苦戦するも、持ち前のｻｰﾌﾞでﾀｲﾌﾞﾚｰｸを制し、初勝利

S2
滝沢
26,26
城間
善戦したものの、ｻｳｽﾎﾟｰ城間選手の上手さにやられｼﾝｸﾞﾙｽ初勝利ならず。

D
古村・長谷川
76(1),64
菊水・山本
古村の強烈なﾘﾀｰﾝと長谷川のポーチが決まり、接戦ながら相手を振り切り三菱電機初の１勝をもたらす







2ndステージ（横浜国際プール）


1月25日
三菱電機
○2ー1
マンツネ
昨年決勝トーナメント出場のマンツネに堂々の勝利。

S1
有本
75,62
藤原
藤原選手のストロークに1stはてこずるも、サーブ好調で振り切り２勝目

S2
滝沢
16,26
森井
ときおりナイスショットを見せるも、森井の独特の風貌とｺﾝﾊﾟｸﾄなｽｲﾝｸﾞから繰り出すｼｭｱなｽﾄﾛｰｸに完敗

D
古村・長谷川
75,64
舞田・川村
この試合のためにかなりの練習を積んできたと見られる相手であったが、本当に接戦に強い。

1月26日
三菱電機
○2ー1
NTT東京
第３回より１３回連続出場、全日本ランカー６人を揃えるNTTと大接戦をものにして、残留決定。

S1
有本
61,67(2),76(5)
山下
今大会最も痺れた試合。１stを簡単にとるも、山下選手次第に調子をあげｷｰﾌﾟ合戦から最後ようやくﾀｲﾌﾞﾚ制し貴重な勝利

S2
松岡
16,06
橋本
今大会２試合目の出場、持ち前の粘りを見せるも橋本選手のスピードに完敗

D
古村・長谷川
76(6),62
宮川・西原
強敵であったが、いまの古村・長谷川は本当に接戦に強い。（もう一度NECとやらせたい）

1月27日
三菱電機
○2ー1
ﾜｰﾙﾄﾞ
過去幾度となく苦杯を舐めさせられたワールドに快勝、

S1
有本
62,64
劉
サービス絶好調、付け入る隙を与えず解消

S2
滝沢
67(4),75,26
重政
１ｓｔ、２ｎｄと大接戦も、FINALはやや疲れが見えて押し切られる。

D
古村・長谷川
64,61
伊藤・山本
今大会絶好調の古村・長谷川組、危なげなく勝って勝利決定

1月28日
三菱電機
○3ー0
九州電力
全国実業団では勝負を避けられた相手であるが、今回はベストメンバ相手に今大会初の３－０勝利。有終の美を飾る。

S1
有本
62,61
帆足
快速帆足選手も有本のサーブ＆ボレーに歯が立たず。

S2
古村
63,62
佐藤
久々ｼﾝｸﾞﾙｽの古村、ﾊﾟﾜｰﾋｯﾀｰ佐藤選手に前半てこずるが、次第に調子をあげ快勝。

D
長谷川・滝沢
63,64
中牟田・毎熊
ベテラン中牟田選手のｶﾞｯﾂﾎﾟｰｽﾞにややてこずるが、振り切って勝利。瀧沢日本リーグ初勝利。

選手・役員


氏名
所属

部長
宮川　宗之
本社　車業B

監督
高岡　宣隆
シ電　資材B

ｺｰﾁ
茶谷　嘉之
鎌電　ITシ部通シK

ﾏﾈｰｼﾞｬ
吉橋　陽
鎌電　資材部購買一課

選手１
有本　尚紀
プロ、鎌電　総務部

選手２
古村　賢紀
シ電　営業部情通営二課

選手３
長谷川　寛
本社　産営ニ部レーザ課

選手４
瀧沢　剛人
通電　通プラ部プラ二課

選手５
松岡　信幸
MEE 技術部宇シ課

選手６
太田　潤也
MESC営業三部第一課

選手７
松本　良央
シ電  サーバ部サーバ技一課

選手８
安福　哲男
シ電  PS部PS技課

選手９
村田　芳夫
鎌電　管シ一部管シ技K

